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危険な夢洲に行かせないで
学校、ＰＴＡに申し入れ学校、ＰＴＡに申し入れ

　

今
年
も
大
変
暑
く

な
る
そ
う
で
す
。
負

け
ず
お
互
い
頑
張
り

ま
し
ょ
う
!!

　

大
阪
市
教
が
掲
げ

て
い
る
「
な
か
ま
が

い
る
よ
」
と
い
う
言

葉
を
覚
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
今
年
度

改
め
て
こ
の
「
な
か

ま
が
い
る
よ
」
を
大

事
に
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
習
熟
度
少

人
数
指
導
担
当
と
専

科
で
空
き
時
間
が
あ

る
か
ら
と
い
ろ
い
ろ

な
業
務
を
頼
ま
れ
ま

し
た
。
日
々
す
る
こ

と
が
多
く
、
頼
み
た

い
気
持
ち
も
わ
か
り

ま
す
が
、
私
も
仕
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
状
態
が
続
き
精
神

的
に
し
ん
ど
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

同
僚
に
相
談
し
た

り
、
大
阪
市
教
の
執

行
部
の
方
々
に
相
談

し
た
り
し
ま
し
た
。

相
談
を
す
る
と
、
自

然
と
落
ち
着
き
、
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、

「
頑
張
ろ
う
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
誰
か
に
相

談
す
る
こ
と
も
大
切

だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

　

今
悩
み
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
、
一
人
で
悩

ま
ず
仲
間
を
頼
っ
て

相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
７月７月

っ
ぱ
り
し
ん
ど
い
で

す
」。

　

臨
時
教
職
員
部
で

は
、
現
職
講
師
の
教
員

採
用
試
験
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
「
現
職
講
師

の
受
験
者
の
採
用
選
考

テ
ス
ト
の
試
験
日
に
つ

い
て
は
、
学
期
中
も
し

く
は
学
期
末
の
繁
忙
期

を
避
け
て
、
夏
季
休
業

中
（
７
月
21
日
〜
８
月

24
日
）
の
平
日
も
含
め

た
期
間
に
実
施
す
る
こ

と
」
を
引
き
続
き
要
求

し
て
い
き
ま
す
。

　

「
２
０
２
５
年
度
採

用
・
大
阪
市
教
員
採
用

選
考
テ
ス
ト
」
の
１
次

面
接
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り

も
約
１
カ
月
早
い
日
程

（
６
月
８
日
、
９
日
、

22
日
）
で
、
現
職
の
講

師
や
会
計
年
度
任
用
職

員
は
勤
務
が
あ
り
、
非

常
に
負
担
の
大
き
い
面

接
試
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

実
際
に
試
験
を
受
け

た
現
職
講
師
か
ら
は
次

の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
教
員
採
用
試
験
の

日
程
が
早
ま
っ
た
の
は

大
変
で
し
た
。
今
年
は

選
考
１
月
前
倒
し

選
考
１
月
前
倒
し

現
職
講
師
の
負
担
軽
減
を

現
職
講
師
の
負
担
軽
減
を

維
新
市
政 

深
ま
る
矛
盾

西
淀
川
、阿
倍
野

西
淀
川
、阿
倍
野

教
育
・
子
育
て
懇
談
会

教
育
・
子
育
て
懇
談
会

ガーベラガーベラ
だよりだより

担
任
で
は
な
か
っ
た
た

め
あ
る
程
度
の
準
備
が

で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
日
々
の
勤
務
の
忙

し
さ
か
ら
、
準
備
が
ギ

リ
ギ
リ
で
し
た
。
も
し

担
任
だ
っ
た
ら
間
に
合

わ
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」「
６
月
の
忙
し
い

時
期
の
面
接
試
験
は
や

　

「
万
博
建
設
費
な
ど

最
大
76
億
円
追
加
…
簡

易
型
パ
ビ
リ
オ
ン
『
タ

イ
プ
Ｘ
』
の
う
ち
６
棟

は
協
会
負
担
に
」（
読

売
６
月
27
日
）。

　

朝
日
６
月
24
日
付
は

「
万
博
３
０
０
日
前　

見
当
た
ら
ぬ
『
華
』」

と
し
、「
持
続
可
能
な

社
会
が
追
求
さ
れ
る

中
、
環
境
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
（
万
博
は
）
や

ら
な
い
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
」（
飯
田
豊
立

命
館
大
教
授
）
と
の
指

摘
を
書
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
特
集
は

６
月
29
日
「
万
博
協
会

が
発
表
し
た
メ
タ
ン
ガ

ス
対
策
と
は　

『
無
料

招
待
』
で
も
現
役
教
師

か
ら
上
が
る
不
安
の

声
」
を
特
集
し
ま
し

た
。
藤
永
の
ぶ
よ
さ
ん

は
、「
人
が
立
ち
入
っ

た
ら
あ
か
ん
と
こ
ろ
を

会
場
に
し
て
い
る
、
悲

劇
」
と
指
摘
。
現
職
教

員
は
、「
爆
発
事
故
、

会
場
の
安
全
が
一
番
不

安
。
安
心
し
て
行
っ
て

勉
強
に
な
っ
た
楽
し
か

っ
た
、
わ
く
わ
く
し
た

体
験
で
『
い
の
ち
輝

く
』
に
繋
が
る
。
今
の

ま
ま
で
は
輝
か
な
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
山
本

キ
ャ
ス
タ
ー
は
「
校
外

学
習
は
綿
密
に
下
見
を

行
う
け
れ
ど
い
つ
行
え

る
か
分
か
ら
な
い
。
ど

の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
観
る

か
も
わ
か
ら
な
い
。
し

か
も
メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆

発
事
故
が
起
き
て
い

る
。
先
生
は
と
て
も
困

惑
し
て
い
る
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

「
大
阪
市
教
」
４
月

２
日
付
は
「
万
博
へ
の

学
校
単
位
で
の
招
待
事

業
」の
問
題
点
を
指
摘
。

新
婦
人
、
地
域
労
連
、

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会

区
連
絡
会
な
ど
が
「
危

険
な
夢
洲
に
行
か
せ
な

い
で
」
と
「
子
ど
も
の

安
全
確
保
、
参
加
の
慎

重
な
判
断
」
を
求
め
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
申
し
入

れ
ま
し
た
。「
よ
く
す

る
会
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、

北
区
、
西
淀
川
区
、
東

住
吉
区
、
住
吉
区
、
中

央
区
、
城
東
区
、
生
野

区
、
此
花
区
（
写
真
は

６
月
１
日
の
パ
レ
ー

ド
）
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
「
ま
と
め
」
は

「
定
額
働
か
せ
放
題
」

そ
の
ま
ま
、
教
職
員
の

大
幅
増
員
を
否
定
、
せ

ん
せ
い
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
ひ
び
（「
新
し
い

職
」
処
遇
）。

　

障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
を
指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
。
公
的
責
任
が

後
退
（
福
保
労
）。

　

能
登
半
島
地
震
で
見

え
た
「
命
の
水
」。「
広

域
化
」
は
「
民
営
化
」

の
一
里
塚
。
病
院
つ
ぶ

し
で
命
は
守
れ
な
い

（
自
治
労
連
）。

　

乗
客
か
ら
運
賃
が
取

れ
る
の
は
許
可
を
得
た

タ
ク
シ
ー
だ
け
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
違
法
な
白

タ
ク
（
自
家
用
白
ナ
ン

バ
ー
で
類
似
行
為
）
で

犯
罪
（
自
交
総
連
）。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
中
山
徹
・
奈
良
女
子

大
学
名
誉
教
授
は
、

　

「
西
淀
川
子
育
て
ネ

ッ
ト　

緊
急
学
習
交
流

会　

遠
足
で
子
ど
も
を

万
博
に
連
れ
て
行
っ
て

大
丈
夫
？
」
が
６
月
１

日
行
わ
れ
19
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

関
西
万
博
へ
の
「
学

校
単
位
で
の
招
待
事

業
」
の
問
題
に
つ
い

て
、
大
阪
市
教
・
三
木

書
記
次
長
が
報
告
。

「
爆
発
事
故
が
起
こ
っ

た
場
所
は
、
子
ど
も
た

ち
が
昼
食
を
と
る
休
憩

所
の
近
く
」「
大
阪
市

内
の
小
中
学
校
が
乗
車

す
る
大
阪
メ
ト
ロ
・
中

央
線
は
乗
客
で
満
員
」

「
バ
ス
降
車
場
か
ら
西

ゲ
ー
ト
ま
で
は
８
０
０

〜
１
０
０
０
ｍ
。
そ
の

間
、
屋
根
も
な
く
夏
場

は
炎
天
下
を
移
動
す
る

こ
と
に
な
る
」「
下
見

の
日
程
も
決
ま
っ
て
い

な
い
」
な
ど
の
問
題
点

を
解
説
し
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
「
爆
発
事
故

は
多
く
の
市
民
や
教
職

員
に
も
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
」「
夢
洲
の
埋
め

立
て
に
は
東
日
本
大
震

災
の
ガ
レ
キ
も
含
ま
れ

て
い
る
。
放
射
性
物
質

や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
有
害

戦
争
賛
美
、改
憲
推
進
許
す
な

市
民
の
共
同
で

市
民
の
共
同
で

公
共
を
取
り
戻
す

公
共
を
取
り
戻
す

　

「
公
共
を
国
民
・
住

民
の
手
に
取
り
戻
す
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
６
月

16
日
に
開
か
れ
オ
ン
ラ

イ
ン
を
含
め
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
催
は

大
阪
公
務
共
闘
。

　

定
員
合
理
化
計
画
と

定
員
管
理
政
策
で
89
万

人（
１
９
８
４
年
）か
ら

30
万
人
に
減
少
し
た
国

家
公
務
員
。
増
加
す
る

行
政
ニ
ー
ズ
は
非
常
勤

で
対
応
（
国
公
労
連
）。

　

大
教
組
は
教
職
員
の

長
時
間
労
働
の
実
態
を

報
告
。
中
央
教
育
審
議

「
公
共
」
が
や
せ
細

り
、
市
民
か
ら
遠
く
な

り
、
人
材
が
不
足
し
、

外
部
委
託
に
よ
り
継
続

性
に
問
題
が
起
こ
り
、

コ
ス
ト
削
減
・
人
件
費

が
市
民
に
跳
ね
返
り
、

規
制
緩
和
・
競
争
に
よ

る
弊
害
を
指
摘
。

　

公
共
再
生
の
カ
ギ
は

地
域
に
あ
り
、
高
齢
者

・
若
者
、
公
務
員
・
住

民
が
分
断
さ
れ
て
き
た

が
市
民
の
共
同
が
重

要
。
お
互
い
に
思
い
や

り
、
豊
か
な
く
ら
し
、

人
間
性
の
回
復
が
具
体

的
な
公
共
の
中
身
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。

物
質
も
心
配
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

阿
倍
野
新
婦
人
「
子

ど
も
と
教
育
に
つ
い
て

考
え
る
懇
談
会　

今
、

教
育
は
？　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

Ⅲ
」
が
６
月
15
日
行
わ

れ
12
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
阪
市
で
働
く
小

学
校
と
中
学
校
の
教
員

が
報
告
。
学
校
現
場
で

の
子
ど
も
達
の
様
子

や
、
万
博
参
加
に
つ
い

て
の
現
場
で
出
て
い
る

意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
対
応
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
」
な
ど
様
々

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
万
博
問

題
」
に
つ
い
て
交
流
す

る
中
で
、「
阿
倍
野
区

内
の
小
中
学
校
に
も
訪

問
を
し
て
区
民
や
保
護

者
の
声
を
伝
え
た
い
」

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

万博万博
遠足遠足

　

来
年
度
か
ら
使
用
の

中
学
校
教
科
書
採
択
に

向
け
、
子
ど
も
と
教
科

書
大
阪
ネ
ッ
ト
21
は
６

月
８
日
、
集
会
「
中
学

校
教
科
書
、
何
が
問
題

か
〜
道
徳
と
社
会
科
を

中
心
に
〜
」
を
開
き
ま

し
た
。

　

平
井
美
津
子
事
務
局

長
は
、
歴
史
・
公
民
の

「
令
和
も
、自
由
社
も
、

育
鵬
社
も
、
日
本
教
科

書
も
、『
戦
争
を
賛
美

し
、
改
憲
を
推
し
進
め

る
よ
う
な
教
科
書
は
、

一
冊
た
り
と
も
子
ど
も

に
手
渡
さ
な
い
』
た
め

の
と
り
く
み
に
全
力
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
！
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
（
令

和
書
籍
は
歴
史
、
日
本

教
科
書
は
道
徳
）。

　

共
通
す
る
問
題
点

は
、
①
学
問
成
果
が
反

映
さ
れ
ず
、
記
述
は
難

解
、
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
無
し
、
③
民
衆
や

他
民
族
の
視
点
が
欠

落
、
支
配
者
か
ら
見
た

歴
史
、
④
戦
争
を
美
化

し
、
戦
争
に
よ
る
自
国

の
被
害
は
大
き
く
書
く

の
に
、
加
害
の
事
実
は

書
か
な
い
、
⑤
大
日
本

帝
国
憲
法
や
教
育
勅
語

を
礼
賛
し
、
改
憲
を
め

ざ
す
、
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

展
示
会
で
は
、「
難

し
す
ぎ
る
」「
二
次
元

コ
ー
ド
が
多
す
ぎ
る
」

「
自
然
科
学
・
社
会
科

学
に
立
脚
し
て
い
な

い
」「
人
権
、
民
主
主

義
、
個
人
の
尊
重
が
な

い
」「
多
様
性
が
不
十

分
」
な
ど
の
意
見
を
書

く
こ
と
も
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

教
科
書
大
阪
市
民
の

会
は
４
月
19
日
、
育
鵬

社
採
択
の
前
々
回
の
不

正
常
な
採
択
が
、
前
回

一
定
修
正
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
申
し
入
れ
を

行
い
し
ま
た
。
市
教
委

は
専
門
調
査
会
、
学
校

調
査
会
を
設
置
、
閲
覧

時
間
も
十
分
確
保
、
保

護
者
、
市
民
の
関
心
に

応
え
る
教
科
書
展
示
会

を
開
催
、
と
答
え
て
い

ま
す
。

令
和
・
自
由
・
育
鵬
・
日
本
教
科
書

令
和
・
自
由
・
育
鵬
・
日
本
教
科
書


